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平
成
二
十
五
年
度
年
史
企
画
展

「
関
西
大
学
の
秀
麗
た
ち
―
女
子
学
生
も
の
が
た
り
―
」の
記
録

年
史
編
纂
室

　

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
六
月
五
日
、
本
学
は
大
学
令
に
基

づ
く
大
学
へ
の
昇
格
を
果
た
し
た
。
山
岡
順
太
郎
総
理
事
を
筆
頭

に
、
本
学
首
脳
陣
は
「
学
の
実
化
」
講
座
を
は
じ
め
と
す
る
新
た

な
取
り
組
み
を
次
々
と
展
開
し
た
。
そ
し
て
翌
大
正
十
二
年
（
一

九
二
三
）
に
は
、
女
性
の
参
加
を
認
め
る
夏
期
語
学
講
習
会
を
開

催
す
る
と
と
も
に
、
女
子
学
生
に
も
大
学
の
門
戸
を
開
い
た
。
制

度
的
に
は
聴
講
生
も
し
く
は
選
科
生
と
い
う
立
場
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
先
陣
を
切
っ
て
一
人
の
女
子
学
生
、
北
村
兼
子
が
入
学
し
て

き
た
。
北
村
の
入
学
か
ら
九
十
年
と
な
る
平
成
二
十
五
年
（
二
〇

一
三
）、
本
学
は
一
万
人
以
上
の
女
子
学
生
を
擁
す
る
日
本
で
も
有

数
の
大
学
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
平
成
二
十
五
年
度
の
年
史
企
画
展

は
、
黎
明
期
の
女
子
学
生
や
新
制
大
学
に
転
換
し
た
こ
ろ
の
女
子

学
生
、
さ
ら
に
は
バ
ブ
ル
期
を
経
て
現
在
に
至
る
ま
で
、
九
十
年

に
及
ぶ
関
西
大
学
の
女
子
学
生
た
ち
の
歴
史
に
焦
点
を
当
て
、「
関

西
大
学
の
秀
麗
た
ち
―
女
子
学
生
も
の
が
た
り
」
と
し
て
開
催

す
る
こ
と
に
し
た
。

一　

壁
面
解
説
パ
ネ
ル

　

企
画
展
示
室
に
は
、
現
物
資
料
を
展
示
す
る
た
め
の
大
型
ケ
ー

ス
一
基
と
、
写
真
パ
ネ
ル
用
の
展
示
台
二
基
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
壁
面
を
利
用
し
て
数
点
の
解
説
パ
ネ
ル
が
掲
げ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
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今
回
の
企
画
展
で
は
、
順
路
に
従
い
、
最
初
に
「
ご
あ
い
さ
つ
」

の
パ
ネ
ル
、
そ
の
横
に
大
型
パ
ネ
ル
を
掲
げ
、
さ
ら
に
大
型
展
示

ケ
ー
ス
の
左
右
に
中
型
の
パ
ネ
ル
二
枚
を
設
置
し
た
。

「
ご
あ
い
さ
つ
」

　
「
ご
あ
い
さ
つ
」
の
文
面
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
パ
ネ
ル
本
文

は
横
書
き
）。

　

年
史
資
料
展
示
室
で
は
、
平
成
25
年
度
の
企
画
展
と
し
て

「
関
西
大
学
の
秀
麗
た
ち
―
女
子
学
生
も
の
が
た
り
」
を
開
催

い
た
し
ま
す
。

　

本
学
で
初
め
て
女
子
学
生
を
迎
え
た
の
は
大
正
12
年
（
1
9

2
3
）
の
こ
と
で
し
た
。
平
成
25
年
（
2
0
1
3
）
は
、
そ
れ

か
ら
数
え
て
ち
ょ
う
ど
90
年
に
な
り
ま
す
。

　

大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
ご
く
わ
ず
か
本
学
に
存

在
し
た
女
子
学
生
た
ち
は
、
制
度
的
に
は
聴
講
生
も
し
く
は
選

科
生
と
い
う
立
場
の
人
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
黎
明
期
に
ご

く
少
数
存
在
し
た
女
子
学
生
た
ち
も
、
昭
和
10
年
過
ぎ
に
は
一

旦
姿
を
消
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

正
式
に
女
性
の
入
学
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
戦

後
の
こ
と
で
あ
り
、
急
激
に
増
え
て
く
る
の
は
大
学
紛
争
以
後

で
す
。
そ
し
て
今
や
女
子
の
在
学
生
数
は
1
万
人
を
超
す
状
況

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
大
学
昇
格
を
契
機
に
わ
ず
か
だ
け
門

戸
が
開
か
れ
た
黎
明
期
か
ら
、
戦
後
の
新
制
大
学
に
お
け
る
正

式
な
入
学
、
さ
ら
に
は
、
そ
の
存
在
が
当
た
り
前
と
な
る
現
代

「ごあいさつ」のパネル
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に
い
た
る
ま
で
の
女
子
学
生
の
歴
史
や
、
彼
女
た
ち
を
取
り
巻

く
社
会
環
境
な
ど
に
焦
点
を
あ
て
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
や

芸
能
そ
の
他
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
女
子
学
生
や
女

子
校
友
な
ど
の
姿
も
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
開
催
に
あ
た
っ
て
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
関

係
各
位
に
深
甚
な
る
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

大
型
パ
ネ
ル

　
「
関
西
大
学
の
秀
麗
た
ち
―
女
子
学
生
も
の
が
た
り
」

　

大
型
パ
ネ
ル
に
は
「
関
西
大
学
の
秀
麗
た
ち
―
女
子
学
生
も

の
が
た
り
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
付
け
、
四
つ
の
項
目
に
分
け
て

写
真
と
次
の
よ
う
な
解
説
文
で
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
状
況
を
概
観

し
た
（
パ
ネ
ル
本
文
は
横
書
き
）。

女
子
学
生
受
け
入
れ
の
伏
線
と
な
っ
た
語
学
講
習
会

　

大
正
7
年
（
1
9
1
8
）、
大
学
令
の
施
行
に
伴
い
、
国
内
の

大
学
は
次
々
と
昇
格
し
て
い
っ
た
。
関
西
大
学
も
そ
の
動
き
の

な
か
で
懸
命
の
努
力
を
重
ね
、
大
正
11
年
（
1
9
2
2
）
6
月

5
日
に
悲
願
で
あ
っ
た
大
学
昇
格
を
果
た
し
た
。
新
し
い
大
学

の
建
設
に
あ
た
っ
て
、
と
き
の
総
理
事
山
岡
順
太
郎
は
、「
学
理

と
実
際
と
の
調
和
」「
国
際
的
精
神
の
涵
養
」「
外
国
語
学
習
の

必
要
」「
体
育
の
奨
励
」
の
推
進
を
提
唱
し
、
そ
れ
を
「
学
の
実

化
（
が
く
の
じ
つ
げ
）」
の
一
語
で
集
約
し
た
。

　

大
学
昇
格
に
伴
い
、
山
岡
を
中
心
と
す
る
本
学
首
脳
陣
は
新

た
な
取
り
組
み
を
展
開
し
た
。
そ
の
一
つ
に
「
学
の
実
化
」
講

座
が
あ
る
。
こ
の
講
座
は
、
大
学
の
講
義
で
は
得
ら
れ
な
い
実

際
的
な
知
識
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
大
き
な
目
的
と
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
以
外
に
も
山
岡
の
考
え
を
反
映
し
て
開
催
さ
れ

た
も
の
の
一
つ
に
「
語
学
講
習
会
（
英
語
科
、
仏
語
科
、
独
語

科
）」
が
あ
る
。

　

大
正
12
年
（
1
9
2
3
）
夏
、
学
外
の
社
会
人
を
対
象
と
し

て
開
か
れ
た
こ
の
講
習
会
は
「
男
女
を
問
わ
ず
入
会
を
許
す
。

女
子
聴
講
者
に
は
特
別
席
を
設
け
、
か
つ
数
多
き
と
き
は
別
に

女
子
部
を
置
く
」
と
し
て
受
講
生
を
募
っ
た
た
め
、
昼
間
・
夜

間
あ
わ
せ
て
5
3
9
名
の
受
講
申
し
込
み
が
あ
り
、
そ
の
う
ち

女
子
聴
講
生
は
54
名
を
数
え
、
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
催
し

と
な
っ
た
。
講
習
会
終
了
後
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
受
講
し
た
女
性

の
一
人
は
「
機
会
さ
へ
与
え
ら
れ
れ
ば
」
と
題
す
る
感
想
文
の
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最
後
で
こ
う
綴
っ
て
い
る
。

　
　

…
…
切
め
て
関
西
大
学
だ
け
で
も
毎
年
出
来
る
こ
と
な

ら
も
つ
と
度
度
、
そ
し
て
も
つ
と
長
期
間
妾
達
女
子
の
為

め
に
向
上
の
道
を
啓
い
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
尚
ほ

余
り
に
無
理
な
希
望
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
他
の
一
般
の

学
科
の
切
め
て
傍
聴
だ
け
で
も
許
し
て
頂
け
れ
ば
、
妾
達

は
ど
ん
な
に
か
幸
福
で
せ
う
、
又
ど
ん
な
努
力
で
も
厭
は

な
い
で
せ
う
。

　

大
学
が
男
子
だ
け
に
し
か
開
か
れ
て
い
な
か
っ
た
時
代
、
向

学
心
に
燃
え
る
女
性
た
ち
の
願
い
は
切
実
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、「
語
学
講
習
会
」
に
続
い
て
開
催
さ
れ
た
「
日
曜
自

由
講
座
」
も
女
性
に
解
放
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
講
座
へ
の
女
性
の

積
極
的
な
参
加
は
、「
大
学
は
男
だ
け
」
と
す
る
制
度
に
再
考
を

迫
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
あ
と
、
複
数
の
女
性
た
ち
が
聴
講

生
、
選
科
生
と
し
て
本
学
へ
入
学
し
て
く
る
が
、
そ
れ
は
、
こ

う
し
た
講
座
が
伏
線
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
【
写
真
】
第
1
回
夏
期
語
学
講
習
会
参
加
者
（
大
正
12
年
）

大型パネル「関西大学の秀麗たち」
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黎
明
期
の
女
子
関
大
生
た
ち

　
　

今
回
大
学
で
は
い
よ
い
よ
男
女
共
学
制
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
た
と
こ
ろ
が
、
早
速
聴
講
生
と
し
て
一
人
の
婦
人

が
は
い
つ
て
来
た
。
我
国
で
も
既
に
一
二
の
大
学
で
は
、

こ
の
男
女
共
学
制
を
実
施
し
て
ゐ
る
が
併
し
未
だ
物
珍
し

が
ら
れ
て
ゐ
る
。

　

こ
れ
は
大
正
12
年
（
1
9
2
3
）
10
月
、
本
学
初
の
女
子
学

生
・
北
村
兼
子
が
入
学
し
て
き
た
と
き
、『
千
里
山
学
報
』
に
掲

載
さ
れ
た
記
事
の
一
部
で
あ
る
。
こ
の
時
代
、
女
性
が
た
と
え

聴
講
生
と
し
て
で
も
、
男
性
と
一
緒
に
大
学
で
教
育
を
受
け
る

の
が
珍
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
の
が
よ
く
分
か
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
先
駆
者
と
な
っ
た
北
村
の
あ
と
に
続
い
た
学

部
の
女
子
聴
講
生
は
あ
ま
り
に
も
少
な
く
、
多
く
見
積
も
っ
て

も
十
指
に
は
満
た
な
い
状
態
で
あ
る
。

　

ま
た
、
学
部
だ
け
で
な
く
、
夜
間
の
専
門
部
の
女
子
学
生
第

1
号
と
な
っ
た
の
も
北
村
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
は
永
井
美
枝

も
同
時
に
入
学
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
2
人
が
専
門
部
女
子
専

科
生
の
嚆
矢
と
な
る
。
そ
の
後
、
記
録
上
で
は
7
人
ほ
ど
の
女

性
が
専
門
部
で
学
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
も
昭
和
の
初

期
で
と
だ
え
て
し
ま
う
。
当
時
の
社
会
で
は
、「
女
に
学
歴
な
ど

い
ら
な
い
」
と
い
う
意
見
が
多
数
を
占
め
て
お
り
、
働
き
な
が

ら
夜
、
男
子
学
生
と
同
じ
場
所
で
学
ぶ
こ
と
は
、
到
底
理
解
さ

れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
に
、
夏
期
語
学
講
習
会
や
日
曜
自
由
講

座
、
さ
ら
に
は
聴
講
生
、
選
科
生
と
い
う
形
で
本
学
が
男
女
共

学
制
を
実
施
し
た
こ
と
は
評
価
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
【
写
真
】
独
法
科
の
例
会
に
出
席
す
る
北
村
兼
子

戦
後
の
女
子
学
生
た
ち

　

女
性
に
大
学
の
門
が
完
全
に
開
か
れ
る
よ
う
に
な
る
に
は
、

戦
後
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

長
い
間
女
子
の
進
学
を
阻
ん
で
い
た
制
度
上
の
壁
を
取
り
払

っ
た
の
は
、
昭
和
20
年
（
1
9
4
5
）
12
月
に
幣
原
内
閣
が
決

め
た
「
女
子
教
育
刷
新
要
綱
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
要
綱
は
、
男

女
の
教
育
機
会
均
等
を
う
た
い
、
大
学
に
対
し
て
女
子
の
入
学

を
阻
む
規
定
を
改
廃
す
る
こ
と
や
、
大
学
予
科
に
高
等
女
学
校

卒
業
者
の
入
学
を
認
め
る
こ
と
を
求
め
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
本
学
も
す
ぐ
に
学
則
を
一
部
改
正
し
、
学
部



「関西大学の秀麗たち―女子学生ものがたり―」の記録　44

の
入
学
資
格
に
高
等
女
学
校
高
等
部
、
女
子
専
門
学
校
、
女
子

師
範
学
校
の
卒
業
者
を
加
え
、
昭
和
21
年
度
か
ら
実
施
し
た
。

そ
の
結
果
、
こ
の
年
、
法
学
部
に
1
名
の
女
子
学
生
が
入
学
し
、

翌
年
に
は
予
科
、
専
門
部
に
も
入
学
し
て
き
た
。

　

し
か
し
、
初
期
の
女
子
学
生
は
数
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
多

数
の
男
子
学
生
に
混
じ
っ
て
戸
惑
い
や
気
苦
労
も
多
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
反
面
「
選
ば
れ
た
」
と
い
う
自
負
心
か
ら
向
学
心

に
燃
え
て
い
た
。「
こ
れ
か
ら
の
女
性
は
男
性
に
頼
ら
ず
に
生
き

て
い
く
力
を
身
に
つ
け
る
よ
う
に
」
と
家
族
に
勧
め
ら
れ
た
の

を
入
学
の
動
機
と
し
た
と
い
う
女
性
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
男

女
同
権
、
女
性
自
立
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。

　

た
だ
、
大
学
内
の
設
備
は
女
子
学
生
の
受
け
入
れ
に
は
万
全

で
あ
っ
た
と
は
言
え
ず
、
ト
イ
レ
の
整
備
や
休
憩
室
の
設
置
要

求
な
ど
が
学
生
大
会
で
の
決
議
と
し
て
大
学
当
局
へ
提
出
さ
れ

た
り
も
し
た
。

　

こ
の
時
期
の
女
子
学
生
は
卒
業
後
、
教
職
関
係
を
は
じ
め
各

分
野
で
活
躍
し
た
。
そ
の
う
ち
、
昭
和
29
年
（
1
9
5
4
）
に

卒
業
し
た
学
生
の
一
人
は
、
翌
年
、
本
学
の
女
性
と
し
て
初
め

て
司
法
試
験
に
合
格
し
、
判
事
の
道
へ
進
ん
で
い
る
。

　
【
写
真
】 

大
学
外
苑
で
行
わ
れ
た
女
子
学
生
と
卒
業
生
た
ち
の

親
睦
の
集
い
（
昭
和
27
年
4
月
）

増
加
す
る
女
子
学
生
た
ち

　

そ
の
後
も
女
子
入
学
者
数
は
増
え
続
け
た
が
、
全
体
に
占
め

る
割
合
は
小
さ
か
っ
た
。
女
子
の
学
生
数
が
急
増
し
て
く
る
の

は
昭
和
40
年
代
後
半
、
大
学
紛
争
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
し
て
現
代
。
平
成
24
年
（
2
0
1
2
）
4
月
に
刊
行
さ
れ

た
「
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
2
0
1
3
」（
週
間
朝
日
ム
ッ
ク
）
に
よ

る
と
、
本
学
の
女
子
学
生
数
は
1
0
9
5
1
人
。
日
本
国
内
で

1
万
人
を
超
え
る
女
子
学
生
を
擁
す
る
7
大
学
の
う
ち
、
日
本

大
学
（
1
9
8
9
7
人
）、
早
稲
田
大
学
（
1
5
1
8
6
人
）、

立
命
館
大
学
（
1
1
7
9
4
人
）
に
つ
い
で
4
番
目
に
女
子
学

生
が
多
い
大
学
と
な
っ
て
い
る
。
男
女
の
比
率
で
見
る
と
、
立

教
大
学
（
51
・
7
％
）、
関
西
学
院
大
学
（
45
・
7
％
）
に
つ
い

で
第
3
位
（
39
・
3
％
）
で
あ
る
。

　

か
つ
て
大
学
へ
の
要
求
項
目
に
ま
で
な
っ
た
ト
イ
レ
や
休
憩

室
は
、
今
や
パ
ウ
ダ
ー
ル
ー
ム
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
へ
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と
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
で
見
か
け
る
女
子
学

生
の
笑
顔
は
明
る
く
、
華
や
か
で
あ
る
。
毎
年
、
2
5
0
0
人

あ
ま
り
の
女
子
学
生
が
社
会
へ
と
羽
ば
た
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
活
躍
し
て
い
る
。
黎
明
期
、
わ
ず
か
10
人
ほ
ど
し
か
存
在

し
な
か
っ
た
女
子
学
生
が
、
今
や
1
万
人
を
超
え
、
在
学
生
の

3
分
の
1
あ
ま
り
を
占
め
る
状
態
に
な
っ
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
も

大
き
く
様
変
わ
り
し
た
の
で
あ
る
。

　
【
写
真
】
元
気
あ
ふ
れ
る
チ
ア
リ
ー
ダ
ー

中
型
パ
ネ
ル
「
関
西
大
学
に
お
け
る
卒
業
生
数
の
推
移
」
と

　
　
　
　

 　
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
年
表
」

　

大
型
展
示
ケ
ー
ス
の
左
右
に
は
「
関
西
大
学
に
お
け
る
卒
業
生

数
の
推
移
」
と
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
年
表
」、
計
二
枚
の
中
型
パ
ネ
ル

を
設
置
し
た
。

　
「
関
西
大
学
に
お
け
る
卒
業
生
数
の
推
移
」
の
解
説
文
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。
パ
ネ
ル
で
は
、
解
説
文
の
上
に
男
子
学
生
と
女
子

学
生
の
卒
業
生
数
の
推
移
を
棒
グ
ラ
フ
と
折
れ
線
グ
ラ
フ
で
示
し

た
表
を
入
れ
た
（
解
説
文
は
横
書
き
）。

「関西大学における卒業生数の推移」「ファッション年表」

中型パネル
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新
制
大
学
に
な
っ
て
以
降
の
年
ご
と
の
全
卒
業
生
数
と
、
そ

の
中
に
占
め
る
女
子
学
生
の
卒
業
者
数
を
グ
ラ
フ
で
示
し
た
も

の
で
あ
る
。

　

本
学
が
新
制
大
学
に
な
っ
た
の
は
昭
和
23
年
（
1
9
4
8
）

で
、
最
初
の
卒
業
生
を
昭
和
27
年
（
1
9
5
2
）
に
送
り
出
す

が
、
昭
和
20
年
代
か
ら
30
年
代
に
か
け
て
、
女
子
学
生
の
卒
業

者
数
は
毎
年
30
人
か
ら
40
人
く
ら
い
で
推
移
す
る
。

　

初
め
て
1
0
0
人
を
超
え
た
の
は
昭
和
42
年
（
1
9
6
7
）

の
こ
と
。
こ
の
背
景
に
は
、
昭
和
21
年
（
1
9
4
6
）
か
ら
昭

和
25
年
（
1
9
5
0
）
こ
ろ
に
か
け
て
生
ま
れ
た
団
塊
の
世
代

の
大
学
進
学
が
関
係
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

　

そ
の
後
、
女
子
学
生
の
卒
業
者
数
は
毎
年
1
0
0
人
く
ら
い

ず
つ
増
え
、
昭
和
54
年
（
1
9
7
9
）
に
は
8
0
4
人
を
数
え

る
。
し
か
し
、
そ
の
あ
と
昭
和
60
年
代
前
半
ま
で
は
6
0
0
人

程
度
で
横
ば
い
と
な
る
。

　

女
子
卒
業
生
が
1
0
0
0
人
以
上
に
な
る
の
は
平
成
3
年

（
1
9
9
1
）
で
、
そ
の
後
も
右
肩
上
が
り
に
増
加
し
、
平
成
12

年
（
2
0
0
0
）
に
は
2
0
0
0
人
を
突
破
す
る
。
上
昇
ラ
イ

ン
は
平
成
19
年
（
2
0
0
7
）
に
一
旦
下
降
す
る
も
の
の
、
翌

年
か
ら
再
び
増
加
に
転
じ
、
平
成
23
年
（
2
0
1
1
）
に
は
2

5
0
0
人
超
の
女
子
学
生
が
社
会
へ
と
羽
ば
た
い
た
。

　

も
う
一
点
の
中
型
パ
ネ
ル
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
年
表
」
は
、
1
9

1
0
代
（
大
正
初
期
）
か
ら
2
0
0
0
年
代
初
頭
に
至
る
ま
で
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
移
り
変
わ
り
を
10
年
ご
と
の
刻
み
で
社
会
情
勢

と
あ
わ
せ
て
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
（
本
文
は
横
書
き
）。

二　

写
真
展
示
台
の
パ
ネ
ル

　

二
基
の
写
真
展
示
台
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
面
ず
つ
、
あ
わ
せ
て

八
面
の
写
真
パ
ネ
ル
を
掲
出
し
た
。（
写
真
解
説
は
横
書
き
）。

《
写
真
パ
ネ
ル
1　

関
西
大
学
女
子
学
生
第
1
号　

北
村
兼
子
》

　

本
学
に
学
ん
だ
最
初
の
女
子
学
生
は
北
村
兼
子
で
あ
る
。
大

正
12
年
（
1
9
2
3
）
10
月
、
聴
講
生
と
し
て
入
学
し
、
千
里

山
で
男
子
学
生
た
ち
に
混
じ
っ
て
授
業
を
受
け
た
。
大
正
15
年

（
1
9
2
6
）
の
学
部
卒
業
ア
ル
バ
ム
に
は
北
村
の
写
真
が
数
枚

見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
聴
講
生
で
は
あ
る
が
、
学
生
間
で
は
同

期
生
の
一
人
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
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在
学
中
か
ら
朝
日
新
聞
の
記
者
と
し
て
も
活
躍
。
女
性
の
地

位
向
上
を
め
ざ
し
、
昭
和
3
年
（
1
9
2
8
）
に
ハ
ワ
イ
の
ホ

ノ
ル
ル
で
開
か
れ
た
汎
太
平
洋
婦
人
会
議
や
、
翌
年
4
月
に
ド

イ
ツ
・
ベ
ル
リ
ン
で
開
催
さ
れ
た
万
国
婦
人
会
議
に
日
本
代
表

と
し
て
出
席
し
て
い
る
。

　

惜
し
く
も
昭
和
6
年
（
1
9
3
1
）
7
月
に
27
歳
の
短
い
生

涯
を
閉
じ
た
が
、
立
川
の
日
本
飛
行
学
校
で
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
資

格
も
得
て
お
り
、
生
き
て
い
れ
ば
同
年
8
月
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ

と
飛
び
立
つ
は
ず
で
あ
っ
た
。
北
村
の
活
躍
ぶ
り
は
、
当
時
の

活
動
的
な
女
性
の
中
で
も
ず
ば
ぬ
け
て
い
た
。

　

写
真
1　

卒
業
ア
ル
バ
ム
に
掲
載
さ
れ
た
北
村
兼
子

　

写
真
2　

北
村
兼
子
の
受
講
風
景

　

写
真
3　

卒
業
生
記
念
写
真
（
右
端
に
立
つ
北
村
兼
子
）

　

写
真
4　

北
村
兼
子
の
聴
講
修
了
証
書

　

写
真
5　

 ベル
リ
ン
の
国
際
婦
人
会
議
に
出
席
す
る
北
村
兼
子

　

写
真
6　

パ
イ
ロ
ッ
ト
服
姿
の
北
村
兼
子

《
写
真
パ
ネ
ル
2　

黎
明
期
の
女
子
学
生
》

　

本
学
が
女
性
に
門
戸
を
開
く
伏
線
と
な
っ
た
の
は
、
大
正
12

年
（
1
9
2
3
）
夏
に
開
催
さ
れ
た
「
語
学
講
習
会
（
英
語
科
、

仏
語
科
、
独
語
科
）」
や
「
日
曜
自
由
講
座
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ

ら
の
講
座
は
、
受
講
資
格
に
男
女
を
問
わ
な
か
っ
た
た
め
、
女

写真パネル 1
関西大学女子学生第 1号北村兼子

写真パネル 2
黎明期の女子学生
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性
の
積
極
的
な
参
加
が
あ
り
、
結
果
的
に
男
女
共
学
を
認
め
る

契
機
と
な
っ
た
。

　

学
部
（
昼
間
）
の
聴
講
生
第
1
号
は
北
村
兼
子
で
あ
る
が
、

大
正
13
年
（
1
9
2
4
）
4
月
に
専
門
部
（
夜
間
）
の
女
子
学

生
第
1
号
と
な
っ
た
の
も
北
村
で
あ
る
（
こ
の
と
き
は
永
井
美

枝
も
入
学
し
て
い
る
）。
そ
の
後
、
昭
和
2
年
（
1
9
2
7
）
に

は
伊
藤
ア
ヤ
と
小
西
千
代
寿
の
入
学
も
続
い
た
。
伊
藤
と
小
西

の
入
学
は
、「
関
大
の
学
窓
に
咲
い
た
名
花
二
輪
」
と
題
し
て
新

聞
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
ほ
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
と
な
っ
た
。

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
高
等
女
学
校
へ
進
学
で
き
な
か
っ
た

女
子
学
生
が
、
働
き
な
が
ら
夜
間
の
専
門
部
に
入
学
し
た
こ
と

は
大
き
な
意
味
を
持
つ
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
聴
講
生
（
学
部
）

や
選
科
生
（
専
門
部
）
は
特
別
扱
い
の
存
在
で
、
正
式
な
入
学

は
認
め
ら
れ
ず
、
所
定
の
学
課
を
修
め
て
も
、
正
規
卒
業
の
よ

う
な
資
格
や
特
典
は
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
は
資
格
を

求
め
な
い
ひ
た
む
き
な
向
学
心
だ
け
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

　

写
真
1　

 

男
性
に
混
じ
っ
て
和
服
姿
の
女
性
が
目
立
つ
第
1

回
夏
期
語
学
講
習
会
の
受
講
生
た
ち（
大
正
12
年
）

　

写
真
2　
「
関
大
の
学
窓
に
咲
い
た
名
花
二
輪
」
の
新
聞
記
事

　

写
真
3　

伊
藤
ア
ヤ
の
修
了
証
書

《
写
真
パ
ネ
ル
3　

新
制
大
学
初
期
の
女
子
学
生
》

　

本
学
で
正
式
に
女
子
学
生
の
入
学
が
認
め
ら
れ
た
の
は
戦
後

に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

　

昭
和
20
年
（
1
9
4
5
）
12
月
、「
女
子
教
育
刷
新
要
綱
」
で

大
学
の
男
女
共
学
が
決
定
さ
れ
る
と
、
本
学
も
直
ち
に
女
性
に

門
戸
を
開
き
、
翌
年
、
初
め
て
女
子
学
生
が
一
人
、
法
学
部
に

入
学
し
て
き
た
。

　

昭
和
22
年
（
1
9
4
7
）
に
は
予
科
、
専
門
部
で
も
女
子
の

入
学
が
続
い
た
が
、
戦
後
の
混
乱
期
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

そ
の
後
の
増
加
の
幅
は
小
さ
か
っ
た
。
昭
和
31
年
（
1
9
5
6
）

の
経
済
白
書
に
書
か
れ
た
「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」
と
い
う

言
葉
は
流
行
語
に
も
な
っ
た
が
、
そ
の
前
年
の
3
月
時
点
で
も

女
子
学
生
数
は
1
部
、
2
部
あ
わ
せ
て
1
2
5
名
と
、
全
学
生

の
1
パ
ー
セ
ン
ト
強
に
し
か
過
ぎ
な
か
っ
た
。

　

写
真
1　

 

昭
和
25
年
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
に
掲
載
さ
れ
た
女
子

学
生
部
と
男
子
学
生
部
の
部
員
た
ち

　

写
真
2　

昭
和
20
年
代
の
女
子
学
生
た
ち
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写
真
3　

 

昭
和
26
年
10
月
の
学
園
祭
に
集
ま
っ
た
専
門
部
の

女
子
学
生
と
卒
業
生
た
ち

　

写
真
4　

 

女
子
学
生
と
卒
業
生
た
ち
の
親
睦
の
集
い
（
昭
和

27
年
4
月
）

《
写
真
パ
ネ
ル
4　

 

学
園
紛
争
か
ら
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
か
け
て
の
女
子
学
生
》

　

年
史
編
纂
室
の
蔵
書
の
1
冊
に
『
大
学
シ
リ
ー
ズ　

関
西
大

学
』（
昭
和
47
年
10
月
、
毎
日
新
聞
社
発
行
）
と
い
う
本
が
あ
り
、

当
時
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
情
景
写
真
が
多
数
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

昭
和
47
年
（
1
9
7
2
）
と
言
え
ば
、
昭
和
44
年
（
1
9
6

9
）
に
吹
き
荒
れ
た
学
園
紛
争
の
嵐
が
一
段
落
し
て
大
学
改
革

が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
き
で
あ
り
、
昭
和
48
年
（
1
9
7
3
）

に
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
日
本
中
が
大
騒
ぎ
に
な
る
前
の
年
で
あ

る
。
文
学
部
や
社
会
学
部
な
ど
で
女
子
学
生
の
数
が
増
え
た
こ

と
か
ら
、
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
に
華
や
か
さ
が
増
し
て
き
た
時
期

で
も
あ
る
。

　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
世
界
で
は
、
学
生
運
動
と
と
も
に
普
及
し

始
め
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
と
ジ
ー
ン
ズ
が
定
着
す
る
一
方
、
ミ
ニ
ス
カ

ー
ト
が
は
や
り
、
流
行
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
キ
ャ
ン
パ
ス
を
行

き
交
う
女
子
学
生
の
姿
が
目
立
っ
た
。

　

写
真
1　

 

流
行
の
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
で
キ
ャ
ン
パ
ス
を
歩
く
女

写真パネル 3
新制大学初期の女子学生

写真パネル 4
学園紛争からオイルショック
にかけての女子学生
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子
学
生

　

写
真
2　

 

男
性
が
占
め
て
い
た
工
学
部
土
木
工
学
科
に
も
女

子
学
生
が
進
出

　

写
真
3　

 
第
1
学
舎
の
中
庭
を
歩
く
ジ
ー
ン
ズ
と
ミ
ニ
ス
カ

ー
ト
の
女
子
学
生

　

写
真
4　

 

女
子
学
生
の
姿
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
昭
和
40
年

代
後
半

　

写
真
5　

 

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー
を
囲
ん
で
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
を
踊
る
文
学
部
の
新
入
生
た
ち

《
写
真
パ
ネ
ル
5　

バ
ブ
ル
時
代
の
女
子
学
生
》

　

昭
和
61
年
（
1
9
8
6
）
12
月
か
ら
平
成
3
年
（
1
9
9
1
）

2
月
ま
で
の
51
ヵ
月
間
、
日
本
で
は
資
産
価
格
の
上
昇
と
好
景

気
に
見
舞
わ
れ
た
。
俗
に
言
う
「
バ
ブ
ル
景
気
」
で
あ
る
。

　

バ
ブ
ル
期
に
は
地
価
や
住
宅
の
高
騰
、
消
費
ブ
ー
ム
の
過
熱

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
現
象
が
起
こ
っ
た
。「
Ｄ
Ｃ
（
デ
ザ
イ

ナ
ー
ズ
＆
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
）
ブ
ラ
ン
ド
」
や
「
ワ
ン
レ
ン
・
ボ

デ
ィ
コ
ン
（
ワ
ン
レ
ン
グ
ス
・
ボ
デ
ィ
コ
ン
シ
ャ
ス
）」
と
呼
ば

れ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
身
を
包
み
、
高
級
ブ
ラ
ン
ド
の
バ
ッ
グ

な
ど
を
持
っ
た
若
者
が
闊
歩
し
た
の
も
こ
の
時
代
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
パ
ネ
ル
に
掲
げ
た
の
は
、
平
成
元
年
の
卒
業
ア
ル
バ
ム

に
収
め
ら
れ
た
写
真
で
あ
る
。
ス
ト
レ
ー
ト
の
髪
で
フ
ロ
ン
ト

か
ら
後
ろ
ま
で
を
同
じ
長
さ
に
真
直
ぐ
切
り
揃
え
た
ワ
ン
レ
ン

グ
ス
の
女
子
学
生
が
散
見
さ
れ
る
が
、
彼
女
た
ち
は
流
行
に
敏

感
で
あ
る
と
と
も
に
、
取
り
入
れ
る
の
も
上
手
で
あ
っ
た
。

　

写
真
1
・
2　

 

平
成
元
年
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
に
掲
載
さ
れ
た

「
今
ど
き
の
女
子
大
生
」

　

写
真
3　

キ
ャ
ン
パ
ス
風
景
（
平
成
元
年
）

《
写
真
パ
ネ
ル
6　

活
躍
す
る
女
子
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
》

　
「
強
い
関
西
大
学
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
近
年
は
女
子
ア

ス
リ
ー
ト
た
ち
の
活
躍
が
め
だ
つ
。

　

平
成
24
年
（
2
0
1
2
）
を
中
心
と
し
た
最
近
の
戦
績
を
一

例
と
す
る
と
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
で
は
、
高
橋
大
輔
、
織

田
信
成
、
町
田
樹
ら
の
男
子
選
手
と
と
も
に
女
子
も
好
成
績
を

残
し
、
第
84
回
日
本
学
生
氷
上
競
技
選
手
権
大
会
フ
ィ
ギ
ュ
ア

部
門
Ａ
ク
ラ
ス
女
子
シ
ン
グ
ル
で
村
元
小
月
選
手
が
優
勝
し
た
。

　

拳
法
部
の
女
子
は
、
団
体
戦
で
第
56
回
と
第
57
回
の
全
日
本
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学
生
拳
法
選
手
権
大
会
を
連
覇
す
る
と
と
も
に
、
鈴
木
侑
帆
選

手
が
第
25
回
全
日
本
拳
法
女
子
個
人
選
手
権
大
会
で
優
勝
し

た
。

　

さ
ら
に
射
撃
部
の
女
子
も
第
8
回
日
本
学
生
選
抜
ラ
イ
フ
ル

射
撃
選
手
権
大
会
で
総
合
団
体
優
勝
し
た
。

　

空
手
道
部
で
は
、
清
水
希
容
選
手
が
第
56
回
全
日
本
学
生
空

手
道
選
手
権
大
会
と
第
8
回
世
界
大
学
空
手
道
選
手
権
大
会
の

女
子
個
人
形
の
部
で
優
勝
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
重
量
挙
部
で
は
山
本
優
子
選
手
（
第
13
回
全
日
本
大

学
対
抗
女
子
選
手
権
大
会
）、
尾
崎
都
加
選
手
（
第
24
回
全
日
本

女
子
学
生
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会
）、
井
上
聡
美

選
手
（
第
9
回
全
日
本
学
生
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
抜
大

会
）、
柏
木
悠
里
選
手
（
第
4
回
全
日
本
女
子
選
抜
ウ
エ
イ
ト
リ

フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
全
国
大
会
で
の
優

勝
を
果
た
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
戦
績
は
ご
く
一
部
で
あ
り
、
栄
光
の
記

録
は
今
後
も
積
み
重
な
っ
て
い
く
。

　

写
真
1　

 

第
84
回
日
本
学
生
氷
上
競
技
選
手
権
大
会
で
優
勝

し
た
村
元
小
月
選
手

　

写
真
2　

 

第
57
回
全
日
本
学
生
拳
法
選
手
権
大
会
の
女
子
団

体
戦
で
連
覇
し
た
拳
法
部
の
女
子
選
手
た
ち

　

写
真
3　

 

第
8
回
日
本
学
生
選
抜
ラ
イ
フ
ル
射
撃
選
手
権
大

写真パネル 5
バブル時代の女子学生

写真パネル 6
活躍する女子アスリートたち
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会
で
総
合
優
勝
し
た
女
子
選
手
た
ち

　

写
真
4　

 

第
56
回
全
日
本
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会
と
第
8

回
世
界
大
学
空
手
道
選
手
権
大
会
の
女
子
個
人
形

の
部
で
優
勝
し
た
清
水
希
容
選
手

　

写
真
5　

 
第
24
回
全
日
本
女
子
学
生
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
選
手
権
大
会
で
優
勝
し
た
尾
崎
都
加
選
手

《
写
真
パ
ネ
ル
7　

現
代
の
女
子
学
生
》

　

現
在
、
日
本
の
大
学
の
う
ち
、
1
万
人
を
超
え
る
女
子
学
生

を
擁
す
る
大
学
は
全
部
で
7
大
学
。
そ
の
う
ち
、
女
子
学
生
数

で
言
う
と
関
西
大
学
は
日
本
大
学
、
早
稲
田
大
学
、
立
命
館
大

学
に
つ
い
で
4
番
目
に
多
く
、
男
女
の
比
率
で
見
る
と
立
教
大

学
、
関
西
学
院
大
学
に
つ
い
で
3
位
と
な
る
。

　

か
つ
て
、「
バ
ン
カ
ラ
」
で
硬
派
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
本

学
は
、
今
や
女
性
の
多
い
華
や
か
な
大
学
へ
と
変
身
し
た
。
明

る
く
近
代
的
な
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
今
後
も
女
子
学
生
に
よ
っ
て

大
き
く
変
化
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

　

写
真
1　

学
園
祭
の
笑
顔
（
平
成
23
年
）

　

写
真
2　

華
や
か
な
卒
業
式
（
平
成
24
年
3
月
）

　

写
真
3　

は
じ
け
る
笑
顔
の
卒
業
式
（
平
成
24
年
3
月
）

《
写
真
パ
ネ
ル
8　

卒
業
生
数
か
ら
見
た
女
子
学
生
の
推
移
》

　

大
正
末
、
女
子
学
生
の
入
学
に
門
戸
を
開
い
た
本
学
に
は
、

学
部
、
専
門
部
あ
わ
せ
て
十
数
名
の
女
子
学
生
た
ち
が
入
学
し

て
き
た
が
、
昭
和
の
初
期
に
は
絶
え
て
し
ま
っ
た
。
女
性
が
大

学
で
勉
強
を
続
け
る
こ
と
の
大
変
さ
は
、
現
代
と
は
比
べ
も
の

に
な
ら
な
か
っ
た
。

　

戦
後
、
教
育
制
度
が
改
正
さ
れ
、
女
性
の
大
学
入
学
が
正
式

に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
昭
和
20
年
代
、

女
子
大
学
生
の
存
在
は
珍
し
か
っ
た
。
昭
和
23
年
（
1
9
4
8
）

に
新
制
大
学
が
ス
タ
ー
ト
し
、
初
め
て
の
卒
業
生
が
誕
生
し
た

昭
和
27
年
（
1
9
5
2
）
の
女
子
卒
業
生
数
は
19
名
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
30
年
代
は
毎
年
、
30
人
か
ら
40
人
く
ら
い
の

女
性
が
本
学
を
巣
立
っ
て
い
る
。

　

女
子
卒
業
生
数
が
1
0
0
人
を
超
え
た
の
は
昭
和
42
年
（
1

9
6
7
）
で
、
1
1
9
名
で
あ
っ
た
。
昭
和
45
年
（
1
9
7
0
）

に
は
2
8
8
人
、
翌
昭
和
46
年
（
1
9
7
1
）
は
3
5
5
人
、

昭
和
48
年
（
1
9
7
3
）
4
0
3
人
、
昭
和
51
年
（
1
9
7
6
）
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6
2
8
人
と
な
り
、
昭
和
50
年
代
は
毎
年
6
0
0
人
前
後
の
女

子
学
生
が
卒
業
し
て
い
る
。

　

1
0
0
0
人
を
超
え
る
女
子
卒
業
生
が
出
た
の
は
平
成
3
年

（
1
9
9
1
）
で
（
1
0
5
7
名
）、
9
年
後
の
平
成
12
年
（
2

0
0
0
）
に
は
2
0
5
4
名
と
、
2
0
0
0
人
を
突
破
し
た
。

そ
し
て
平
成
23
年
（
2
0
1
1
）
に
は
2
5
4
2
名
を
数
え
、

4
学
年
あ
わ
せ
る
と
女
子
の
在
学
生
数
が
1
万
人
を
超
え
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

写
真
1　

 

中
央
公
会
堂
小
集
会
室
で
の
北
村
兼
子
（
右
列
前

か
ら
3
人
目
、
大
正
12
年
11
月
17
日
）

　

写
真
2　

 

女
子
学
生
と
卒
業
生
た
ち
の
親
睦
の
集
い
（
昭
和

27
年
4
月
）

　

写
真
3　

 

ギ
タ
ー
を
持
っ
て
大
学
前
通
り
を
歩
く
ミ
ニ
ス
カ

ー
ト
の
女
子
学
生
（
昭
和
47
年
こ
ろ
）

　

写
真
4　

 

着
物
姿
の
女
子
学
生
が
目
立
つ
卒
業
式
（
平
成
24

年
3
月
）

三　

現
物
展
示

　

大
型
展
示
ケ
ー
ス
の
中
に
は
、
大
型
パ
ネ
ル
の
解
説
に
沿
っ
た

形
で
、
大
正
末
か
ら
現
代
に
か
け
て
の
現
物
資
料
を
展
示
し
た
。

　

展
示
品
は
大
き
く
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ
は

本
学
最
初
の
女
子
学
生
で
あ
る
北
村
兼
子
に
関
す
る
資
料
。
二
つ

写真パネル 7
現代の女子学生

写真パネル 8
卒業生数から見た女子学生の推移
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め
は
矢
井
田
瞳
やbird

、
西
加
奈
子
と
い
っ
た
芸
能
界
や
文
学
界

で
活
躍
す
る
女
性
の
卒
業
生
に
関
す
る
資
料
。
三
つ
め
は
本
学
出

身
の
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
に
関
す
る
資
料
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
展

示
品
に
対
す
る
解
説
文
は
次
の
と
お
り
（
記
述
は
横
書
き
）。

「
評
論
随
筆
年
鑑
」

　

評
論
随
筆
家
協
会
が
昭
和
6
年
（
1
9
3
1
）
2
月
5
日
に

発
行
し
た
「
評
論
随
筆
年
鑑
」。
前
年
に
発
表
し
た
作
品
を
著
者

ご
と
に
ま
と
め
て
い
る
。
北
村
兼
子
は
昭
和
5
年
（
1
9
3
0
）

に
28
本
の
作
品
を
発
表
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
同
じ
ペ
ー

ジ
に
は
齋
藤
茂
吉
の
名
も
見
え
る
。
巻
頭
の
「
昭
和
五
年
評
論

随
筆
界
概
観
」
中
、「
関
西
に
於
け
る
評
論
・
随
筆
」
の
所
で

「
…
…
個
人
の
述
作
に
就
て
は
…
…
特
殊
の
も
の
を
二
三
摘
記
す

る
と
…
…
北
村
兼
子
の
多
方
面
へ
の
進
出
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
昭

和
五
年
度
の
関
西
斯
界
を
彩
る
も
の
で
あ
っ
た
」
と
特
筆
さ
れ

て
い
る
。

　

 

提
供
：
山
野
博
史
関
西
大
学
法
学
部
教
授

『
怪
貞
操
』

　

昭
和
2
年
（
1
9
2
7
）
2
月
5
日
、
改
善
社
刊
。
北
村
兼

子
5
冊
目
の
著
書
。
女
性
に
対
す
る
性
的
い
や
が
ら
せ
や
低
俗

紙
の
で
っ
ち
上
げ
記
事
と
鋭
く
対
抗
し
た
女
性
の
人
権
擁
護
の

書
で
あ
る
と
同
時
に
、「
男
子
専
制
」
社
会
の
欠
陥
を
衝
い
て
、

反
戦
・
平
和
主
義
を
宣
言
し
た
名
著
で
あ
る
。

『
表
皮
は
動
く
』

　

昭
和
5
年
（
1
9
3
0
）
2
月
1
日
、
平
凡
社
刊
。
北
村
兼

子
10
冊
目
の
著
書
。
昭
和
4
年
（
1
9
2
9
）
6
月
、
ド
イ
ツ

の
ベ
ル
リ
ン
で
開
催
さ
れ
た
第
11
回
万
国
婦
人
参
政
権
大
会
に

日
本
代
表
と
し
て
出
席
し
た
あ
と
、
北
村
は
パ
リ
で
画
家
の
藤

田
嗣
治
（
レ
オ
ナ
ル
ド
藤
田
）
と
親
し
く
つ
き
あ
っ
た
。
こ
の

本
の
装
丁
に
は
藤
田
の
絵
が
使
わ
れ
て
い
る
。

Ｃ
Ｄ　
「daiya-m

onde

」

　

矢
井
田　

瞳
の1st

ア
ル
バ
ム
（
平
成
12
年
10
月
25
日
発
売
）。

言
葉
遊
び
や
回
文
、
ア
ナ
グ
ラ
ム
好
き
な
ヤ
イ
コ
の
性
格
を
反

映
し
て
「daiya

」＝
ヤ
イ
ダ
の
逆
読
み
＋「m

onde

」＝
フ
ラ
ン
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ス
語
で
世
界
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

矢
井
田　

瞳
と
鳥
越
俊
太
郎
の
色
紙

　

平
成
16
年
（
2
0
0
4
）
6
月
2
日
、
テ
レ
ビ
番
組
「
僕
ら

の
音
楽
隊
」
の
ロ
ケ
が
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
、
鳥
越

俊
太
郎
氏
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
当
時
本
学
社
会
学
部
教
授
）

と
対
談
し
た
と
き
に
残
し
た
も
の
。

西　

加
奈
子
の
著
書

　

小
説
家
。
関
西
大
学
法
学
部
卒
業
。
平
成
16
年
（
2
0
0

4
）、『
あ
お
い
』
で
デ
ビ
ュ
ー
。
平
成
17
年
（
2
0
0
5
）、『
さ

く
ら
』
が
20
万
部
を
超
え
る
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
る
。
平
成
19

年
（
2
0
0
7
）、『
通
天
閣
』
で
織
田
作
之
助
賞
受
賞
。
平
成

18
年
（
2
0
0
6
）
に
発
売
さ
れ
た
3
作
目
の
小
説
『
き
い
ろ

い
ゾ
ウ
』
は
宮
崎
あ
お
い
と
向
井
理
主
演
で
映
画
化
、
平
成
25

年
（
2
0
1
3
）
に
公
開
さ
れ
た
。
ま
た
、
平
成
24
年
（
2
0

1
2
）
8
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
ふ
く
わ
ら
い
』
は
平
成
25
年
（
2

0
1
3
）、
第
1
4
8
回
直
木
賞
候
補
と
な
る
。

現物展示の様子
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Bird

の
色
紙

　

京
都
府
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
。
関
西
大
学
社

会
学
部
卒
業
。
大
学
在
学
中
は
軽
音
楽
部
に
所
属
。
平
成
11
年

（
1
9
9
9
）
3
月
20
日
、
シ
ン
グ
ル
「SO

U
LS

」
で
デ
ビ
ュ

ー
。
同
年
7
月
に
発
売
し
た
フ
ァ
ー
ス
ト
ア
ル
バ
ム
「bird

」
は

70
万
枚
を
売
り
上
げ
、
日
本
ゴ
ー
ル
ド
デ
ィ
ス
ク
大
賞
新
人
賞

を
獲
得
し
た
。bird
と
い
う
名
前
は
、
デ
ビ
ュ
ー
当
時
の
ヘ
ア

ー
ス
タ
イ
ル
が
鳥
の
巣
の
よ
う
だ
っ
た
こ
と
と
、
小
鳥
の
よ
う

に
歌
声
を
響
か
せ
て
欲
し
い
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。

下
小
鶴　

綾
の
色
紙

　

女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
。
関
西
大
学
文
学
部
在
学
中
の
平
成
15

年
（
2
0
0
3
）
に
大
邱
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
で
銀
メ
ダ
ル
を

獲
得
。
翌
年
、
サ
ッ
カ
ー
女
子
日
本
代
表
（
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ

ン
）
に
選
出
さ
れ
、
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
予
選
・
ベ
ト
ナ
ム

戦
（
4
月
18
日
）
で
代
表
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
平
成
17
年
（
2
0

0
5
）、
大
学
卒
業
と
と
も
に
田
崎
真
珠
に
就
職
、T

A
SA
K
I

ペ
ル
ー
レ
Ｆ
Ｃ
に
移
籍
す
る
。
平
成
20
年
（
2
0
0
8
）
に
現

役
を
引
退
す
る
が
、
翌
年
復
帰
し
、
平
成
24
年
（
2
0
1
2
）

か
ら
仙
台
ベ
ガ
ル
タ
レ
デ
ィ
ー
ス
で
主
将
と
し
て
チ
ー
ム
を
牽

引
し
て
い
る
。

梶
川
凜
美
の
色
紙

　

女
子
空
手
選
手
。
平
成
22
年
（
2
0
1
0
）、
第
54
回
全
日
本

学
生
空
手
道
選
手
権
大
会
で
優
勝
し
、
第
52
回
大
会
か
ら
の
3

連
覇
を
果
た
し
た
。
同
年
7
月
に
は
第
7
回
世
界
大
学
空
手
道

選
手
権
大
会
で
も
優
勝
し
、
世
界
選
手
権
（
2
年
に
一
度
開
催
）

連
覇
の
偉
業
を
達
成
し
て
い
る
。

四　
北
村
兼
子
関
係
資
料
の
寄
託
と
女
子
学
生
の
歴
史

　

関
西
大
学
の
女
子
学
生
の
歴
史
を
振
り
返
る
場
合
、
最
初
の
女

子
学
生
で
あ
る
北
村
兼
子
の
存
在
を
抜
き
に
語
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

　

北
村
は
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
十
月
、
聴
講
生
と
し
て
本

学
に
入
学
し
、
千
里
山
で
男
子
学
生
た
ち
に
混
じ
っ
て
授
業
を
受

け
た
が
、
在
学
中
か
ら
朝
日
新
聞
の
記
者
と
し
て
も
活
躍
、
女
性

の
地
位
向
上
を
め
ざ
し
て
ハ
ワ
イ
の
ホ
ノ
ル
ル
で
開
か
れ
た
汎
太

平
洋
婦
人
会
議
や
、
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
で
開
催
さ
れ
た
万
国
婦
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人
会
議
に
日
本
代
表
と
し
て
出
席
し
て
い
る
こ
と
は
、
展
示
パ
ネ

ル
の
中
で
も
紹
介
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
惜
し
く
も
昭
和
六
年
（
一

九
三
一
）
七
月
に
二
十
七
歳
の
短
い
生
涯
を
閉
じ
た
が
、
立
川
の

日
本
飛
行
学
校
で
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
資
格
も
得
て
お
り
、
生
き
て
い

れ
ば
同
年
八
月
に
自
ら
飛
行
機
を
操
縦
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
と
飛

び
立
つ
は
ず
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
当
時
の
活
動
的
な
女
性
の
中
で
も
ず
ば
ぬ
け
た

存
在
で
あ
る
北
村
に
関
す
る
資
料
二
八
五
点
が
平
成
二
十
五
年

（
二
〇
一
三
）
九
月
、
関
係
者
か
ら
一
括
し
て
年
史
編
纂
室
に
寄
託

さ
れ
た
。
女
子
学
生
の
歴
史
に
関
す
る
企
画
展
を
開
催
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
非
常
に
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

年
史
編
纂
室
で
は
、
今
後
も
折
に
ふ
れ
て
北
村
関
係
資
料
を
活

用
す
る
と
と
も
に
、
学
生
の
約
四
割
が
女
子
学
生
と
い
う
現
状
を

踏
ま
え
、
今
後
と
も
女
子
学
生
の
歴
史
を
学
内
外
に
紹
介
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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